
公立豊岡病院
呼吸器内科

後期研修医募集
病院概要

診療内容と特徴
豊岡病院呼吸器内科は兵庫県北部、京都府北部地域における呼吸器専門診療の中心
である。肺癌や間質性肺炎などをはじめとする呼吸器専門疾患が周辺の各医療機関
から多数紹介され年々外来患者数は増加傾向にあり、都市部の呼吸器専門医療機関
と比較しても十分な診療の質と量である。

■近年呼吸器内視鏡技術の進歩はめざましく、今後呼吸器内科専門医を目指す医師に
とってこれらの経験は不可欠である。当院では EBUS-GS や EBUS-TBNA、局所麻酔
下胸腔鏡などを導入しており積極的に施行している。
■呼吸器内科の診療範囲は非常に広く、肺炎のように一般内科領域に近い疾患が多数
存在する。当院では総合診療科と時間外当番業務などで協力して診療しており、診
療業務の負担の軽減だけではなく、呼吸器専門疾患以外の内科疾患も経験すること
が可能である。細分化の進む医療の中で近年重要視されている Generalist としての臨
床能力も向上させることが出来、新専門医制度（内科）における症例経験も可能な環
境である。

■名称
■診療科目

■病床数

公立豊岡病院組合立豊岡病院
総合診療科、脳神経内科、呼吸器内科、消化器科、循環器内科、リウマチ科、内分泌・糖尿病内科、
緩和ケア内科、精神科、小児科、新生児科、外科、乳腺外科、整形外科、形成外科、脳神経外科、呼吸器外科、
胸部・心臓血管外科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、眼科、耳鼻いんこう科、麻酔科、歯科口腔外科、
矯正歯科、リハビリテーション科、放射線科、放射線治療科、病理診断科、救急集中治療科
一般４６３床、 感染症４床、 精神５１床（合計 ５１８床）
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研修内容・プログラム
■対象
■期間
■募集定員
■研修内容

卒後３－５年目の後期修練医
１－２年計画
若干名
呼吸器外来：初診外来毎週１回、再診外来毎週１回
気管支鏡検査：肺癌に対する生検 (EBUS-GS 含む )、EBUS-TBNA、BAL/TBLB、局所麻酔下胸腔鏡
学会発表（出張費支給あり）：症例報告以外にも臨床データ解析を行い学術集会へ発表する。
当院研修後の進路：当院に残留、もしくは京都大学呼吸器内科関連の病院などへの進路を相談。

主な研修目標

指導医

■入院症例だけでなく初診を含めた外来業務も早期から担当する。
■胸部単純Ｘ線と胸部ＣＴの画像診断

■肺癌の診断、治療計画を立てインフォームドコンセント
■ びまん性肺疾患の診断、方針を立てインフォームドコンセント 
■肺炎・ＣＯＰＤ気管支喘息の入院と外来の管理
■気管支鏡及び超音波気管支内視鏡・局所麻酔下胸腔鏡を術者として行う
■積極的に学会発表を行う（年２－３回を目標）。

　中治   仁志（なかじ・ひとし）　平成 15 年京都府立医科大学卒業
■資格　　京都大学医学博士　
　　　　　日本呼吸器学会専門医・指導医
　　　　　日本アレルギー学会専門医
　　　　　呼吸器内視鏡専門医
　　　　　総合内科専門医
　　　　　日本結核病学会結核・抗酸菌認定医  
　　　　　日本医師会認定産業医

施設認定
■日本内科学会教育施設
■日本呼吸器学会教育関連施設
■日本アレルギー学会準認定施設



診療実績

誌上発表

呼吸器内視鏡設備
　通常の気管支内視鏡の他、EBUS-GS、EBUS-TBNA、EWS による気管支充填術、局
所麻酔下胸腔鏡検査を導入済み。気管支鏡検査においては事前に撮影した胸部 CTの
画像データから仮想気管支鏡を作成し、EBUSG-GS と併用することで病変部位の速
やかな同定を試みている。検査は主に外来で施行しているが、全投薬に静脈麻酔な
どを用い検査中の患者の苦痛の緩和を試みている。
局所麻酔下胸腔鏡は胸膜病変の診断以外に膿胸の隔壁掻爬にも用いている。
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EBUS-TBNA
内視鏡総数
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仮想気管支鏡・EBUS-GS使用したTBLB EBUS-TBNA 局所麻酔下胸腔鏡
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主な学会発表

処遇

問合せ先
〒668-8501　兵庫県豊岡市戸牧 1094
公立豊岡病院　管理部教育研修課　担当：多次（たじ）
Tel  : 0796-22-6111 ( 代表 )
Fax : 0796-22-0170
E-mail : kenkyuu.toyooka@toyookahp-kumiai.or.jp

1.  三好琴子，中治仁志，池尾聡，阪森優一，足立靖：Nivolumab が奏効した肺腺癌の 2例　
　 第 105 回日本肺癌学会関西支部学術集会
2. 三好琴子，中治仁志，池尾聡，阪森優一，足立靖：当院における Pembrolizumab 投与症例の検討　
　 第 90 回日本呼吸器学会近畿地方会
3.  中井翼，中治仁志，三好琴子，池尾聡，阪森優一，足立靖：PD-L1 発現陰性の肺腺癌にNivolumab が奏効した 1例　
 　第 90 回日本呼吸器学会近畿地方会
4.  三好琴子，中治仁志，池尾聡，阪森優一：クリゾチニブ使用中に脳転移で再燃した ALK 陽性肺癌に対してアレ
クチニブを使用した 3例

　 第 57 回日本呼吸器学会学術講演会
5.  中治仁志，三好琴子 , 池尾聡： 当院における成人気管支喘息発作入院症例についての検討
 　第 66 回日本アレルギー学会学術大会
6.  西垣春菜 , 中治仁志：癌性髄膜炎による食欲不振、性格変化を認めた肺腺癌の 1例 
 　第 218 回内科学会近畿地方会

■応募資格

■募集人員
■研修期間
■応募書類
■採用予定日
■雇用形態

■勤務時間
■休暇
■報酬
■住居
■保険

■その他
■医師賠償保険

原則として医師法第１６条の２に定められた臨床研修を修了した者、もしくは平成３1年３月に
修了見込みの者
若干名
１～２年
履歴書（写真添付）、医師免許証（写）、臨床研修修了証（写）又は修了見込証明書
平成 31 年４月１日
１年目（卒後３年目） … 嘱託職員（嘱託専攻医）
２年目（卒後４年目） … 正規職員
３年目（卒後５年目） … 正規職員
８：３０～１７：１５
年次休暇、夏季休暇、病気休暇、忌引休暇等
詳細は、お問合せください。
医師官舎の提供が可能（単身・世帯用完備）
１年目　　　健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険
２～３年目　健康保険、厚生年金、公務災害
学会・研修会等参加時の交通費・宿泊費・参加費を支給（本院の規定による）
個人加入（病院賠償責任保険加入）


